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            あなたが考える「負け」の基準         進路課⾧ 清川 正義 

梅雨時期特有の高温多湿、ジメジメした日々が続いた６月が終わり、本格的な夏到来の７月となりました。
この暑い夏を如何に過ごすがが、今後の学校生活においてすごく重要なポイントとなります。そんな伯方分校
生に、箱根駅伝で３年連続優勝に導いた青山学院大学陸上競技部の原晋（はらすすむ）監督の「負け」の基準
をお話しします。 

原監督は「負け」の判断基準について、次のように著書に書いています。『私が見てきた陸上選手は本当に
よく努力しています。自己ベストを更新しようと必死に練習しています。そこまで努力しても、レース本番で
結果が出ないことは多々あります。私はそこまで努力したなら、結果は負けても負けだとは思いません。私が
考える負けの基準は、『努力しなかった負け』、これだけです。本人がやりきった結果であれば、たとえ、そ
のレースで負けたとしても、続きがあるからです。』 

原監督の言うとおりです。負けてもあきらめずに、またチャレンジすればいい。試合や勝負に勝ち負けは付
き物です。どんなに頑張っても相手が日本チャンピオンだったりすれば、なかなか勝つことはできません。だ
から、自分でベストを尽く。諦めて努力しないことが、「負け」なんです。 

これからは「努力しなかった負け」は少しでもなくしませんか。  
暑い夏が始まります。それぞれの目標に向かって頑張れる、そんな夏になることを期待しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターンシップ報告 

インターンシップの感想 ２年 Ｈさん（実習先:村上造船株式会社） 

この度は、3 日間にわたり大変貴重なインターンシップの機会を与えていただきまして誠にありがとうござ

いました。１日目は工場や船について教えていただきました。２日目は鉄の板を切ったり、150 トン持ち上げ

られるクレーンに乗らせていただきました。３日目はタグボートに乗せていただきました。2 日目の鉄の板を

切る作業は、難しくかなり熱かったです。また、３日目にタグボートに乗せていただいた時の船を出す光景が

よく印象に残っています。 

こうした体験ができたことは、船に関する仕事を志望している私にとって大変勉強になっただけでなく、仕

事をしたいと改めて感じる機会となりました。 

工場の作業で学んだように、これからも人とのコミュニケーションを大切にしていきたいと思いました。 

６月４日（水）～６日（金）にインターンシップを行いました。各事業所の方々、大変お世話になりました。 

朝読書（6/３～6/13） 
「第１回 朝の読書週間」を実施。 

10 分間、好きな本を静かに読み進めて

いました。 

非行防止教室(6/19) 

講師に伯方警察署・刑事生活安全課 山本

祐太氏を招き、「情報モラルと薬物乱用、非

行防止について」講演していただきました。 

６月行事のハイライト 

みんなの学校（6/17） 
松田純子氏を招き、伯方分校で開催。「フ

ツーの人が自分の夢を叶える方法」をテ

ーマに講演していただきました。 

人権・同和教育ホームルーム 
今日の学習テーマを教えてください。 

「差別の現実から学ぶ」というテーマ、就職差別の事例、就職差別につ

ながるおそれのある 14 項目について学びました。 

ＨＲ活動を通して、考えたことや学んだことを教えてください。 

本人の責任でないことで合否が決まるという差別の不合理さを感じまし

た。今後、面接などで差別的事例に直面したとき、正しい行動が取れるよ

うにしたい。 

  


